
臨
時
理
事
会
は
意
見
交
換
に

近
く
常
任
理
事
会
を
招
集
へ

　

去
る
令
和
６
年
１
月

25
日
（
木
）
午
後
３
時

よ
り
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン

都
ホ
テ
ル
京
都
に
お
い

て
、
京
都
府
料
理
飲
食

業
組
合
連
合
会
が
令
和

５
年
度
の
臨
時
理
事
会

を
開
催
し
た
。

　

園
部
平
八
会
長
、
各

理
事
を
は
じ
め
、
税
理

士
も
招
聘
し
、
定
刻
に

開
会
、
か
ね
て
か
ら
の

構
想
で
あ
る
一
般
社
団

法
人
化
に
つ
い
て
の
議

案
を
主
と
す
る
（
第
１

号
議
案 

一
般
社
団
法
人

化
に
つ
い
て
、
第
２
号

議
案 

一
般
社
団
法
人 

理
事
及
び
監
事
、
第
３

号
議
案 

京
都
料
理
飲
食

新
聞
名
刺
広
告
の
廃
止

及
び
基
本
会
費
の
導
入
、

報
告
第
１
号 

京
都
府
料

理
飲
食
業
組
合
連
合
会

創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
決
算
報
告
）
議
事

が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、

第
１
号
か
ら
第
３
号
議

案
に
つ
い
て
、
周
知
徹

底
の
不
足
や
、
拙
速
に

決
定
す
べ
き
で
は
な
い

等
の
意
見
が
出
た
。

　

そ
の
た
め
い
っ
た
ん

議
事
を
中
断
、
予
定
を

変
更
し
、
改
め
て
意
見

交
換
会
と
し
て
各
員
が

意
見
を
述
べ
る
会
と
し

た
。

　

一
般
社
団
法
人
化
に

つ
い
て
は
概
ね
前
向
き

で
あ
る
も
の
の
、
理
事

会
や
総
会
と
い
っ
た
呼

称
の
厳
正
化
な
ど
、
京

都
府
料
理
飲
食
業
組
合

連
合
会
の
規
約
上
の
表

記
に
つ
い
て
も
言
及
が

あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は

周
知
も
含
め
て
さ
ら
な

る
段
階
を
経
る
も
の
と

し
、
園
部
会
長
が
近
く

常
任
理
事
会
を
招
集
、

同
会
の
規
約
も
含
め
改

め
て
議
案
の
精
査
を
行

う
方
針
と
な
っ
た
。

　

同
ホ
テ
ル
の
別
室
で

は
、
同
時
刻
に
並
行
し

て
春
秋
会
の
総
会
が
行

わ
れ
（
四
面
に
掲
載
）、

午
後
４
時
か
ら
は
合
同

で
の
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
園
部
会

長
、
満
田
勲
春
秋
会
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
三

嶋
吉
晴
連
合
会
副
会
長

の
乾
杯
、
佐
々
木
邦
泰

連
合
会
副
会
長
の
閉
会

挨
拶
で
お
開
き
と
な
っ

た
。 食

の
多
様
化
へ
の
対
応
セ
ミ
ナ
ー

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」

　

来
る
令
和
６
年
３
月

13
日
、
今
年
も
京
都
府

農
政
課
が
参
加
無
料
の

オ
ン
ラ
イ
ン
（
ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。
訪

日
外
国
人
観
光
客
が
急

増
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
前
と
同

水
準
ま
で
回
復
し
て

い
る
。
外
国
人
観
光

客
の
さ
ら
な
る
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
、

今
年
は
ハ
ラ
ル
の
専

門
家
を
招
き
、
様
々

な
食
習
慣
や
信
念
、

禁
忌
等
に
よ
り
食
の

制
限
を
も
つ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
へ
の
対
応
や

集
客
方
法
を
学
ぶ
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
講
演
に
先

立
ち
、
京
都
市
観
光

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
室
か

ら
「
京
都
に
お
け
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動

向
に
つ
い
て
」
の
情

報
提
供
も
あ
る
。

亀
岡
牛
の
希
少
部
位

地
域
を
挙
げ
て
の
代
表
肉

平壌亭 亀岡店（へいじょうてい かめおかてん）
亀岡市篠町浄法寺中村35-5　☎0771（23）8410
11:30～14:30（L.O.14:00） 16:00～22:30（L.O.22:00）／火休

この亀岡本店の他、園部店と、福知山に2店舗、京都府下
に計4店舗を展開する老舗焼肉店。4店舗目の出店は岡田さ
んの代になってからなのだが、三代目の経営者となる岡田さ
んは創業家の血縁者ではなく、アルバイトから始まって店を
受け継いだという事業承継の良いお手本でもある

　

今
や
「
外
食
の
エ
ー
ス
」

の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
焼

肉
。
だ
が
そ
の
歴
史
は
さ

ほ
ど
古
く
な
い
。
60
年
ほ

ど
前
は
、
少
な
く
と
も
京

都
で
は
珍
し
い
存
在
だ
っ

た
は
ず
だ
。
同
店
は
創
業

か
ら
約
50
年
、
京
都
焼
肉

黎
明
期
か
ら
の
存
在
と

い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

特
に
こ
こ
20
年
〜
30

年
、
産
地
や
ラ
ン
ク
、
部

位
に
つ
い
て
細
か
く
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

ご
存
じ
の
と
お
り
。
そ
ん

な
知
恵
の
付
い
た
利
用
者

に
立
ち
向
か
う
店
側
も
、

自
ず
と
進
化
す
る
。「
熟

成
肉
と
い
う
言
葉
も
昨
今

よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
熟

成
が
全
て
良
い
わ
け
で
は

な
く
て
、
要
は
『
食
べ
頃

が
い
つ
か
？
』
で
、
熟
成

が
良
い
場
合
も
あ
れ
ば
、

鮮
度
で
勝
負
し
た
方
が
良

い
も
の
も
あ
り
ま
す
か

ら
」
と
代
表
取
締
役
の
岡

田
寛
さ
ん
。
肉
に
つ
く
冠

で
は
な
く
、
肥
育
期
間
な

ど
自
社
基
準
を
明
確
に

し
、
そ
れ
を
守
る
の
が
大

切
だ
と
。

　

そ
の
上
で
、
結
果
的
に

同
店
で
は
京
都
産
の
和
牛

が
多
い
と
い
う
。
中
で
も

亀
岡
と
言
え
ば…

の
亀
岡

牛
だ
。
こ
れ
も
ま
た
亀
岡

牛
と
言
っ
て
も
プ
ロ
に
言

わ
せ
れ
ば
様
々
で
、「
食

べ
る
側
が
持
っ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
」
に
、
極
力
添
う

も
の
を
選
ぶ
。

　

写
真
は
そ
も
そ
も
希
少

部
位
、
さ
ら
に
亀
岡
牛
と

い
う
自
信
の
一
皿

「
ハ
ラ
ミ
」
だ
。
赤

身
の
需
要
が
上
が
っ

て
い
る
の
も
最
近
の

特
徴
で
、
内
臓
肉
で

あ
り
、
脂
も
サ
ッ
パ

リ
し
て
い
る
ハ
ラ
ミ

は
人
気
の
一
品
で
も

あ
る
。
肉
の
旨
味
が

強
く
、
脂
の
甘
み
が

深
い
と
い
っ
た
亀
岡

牛
の
特
徴
も
押
さ
え

た
、
ご
当
地
な
ら
で

は
の
肉
、
焼
肉
好
き

を
自
称
す
る
各
位
は

お
試
し
を
。

「焼肉ランチ」1650円。こちらは今も昔も王様部位のカルビと、
その日の赤身肉の2種が盛られる。本場ならではの小皿がビッ
シリ並んだ膳だ

「
ハ
ラ
ミ
」１
８
４
８
円
。ハ
ラ
ミ
の
全
て
が
亀
岡
牛
で
は
な
い
が
、高
確
率
で
味
わ
え
る
と
の
こ
と
。入
手
可
能
な
の
は
当
地
に
根
付
い
た
太
く
、

数
も
多
い
パ
イ
プ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。
処
理
後
す
ぐ
に
届
く
の
で
数
日
寝
か
す
こ
と
が
多
い
と
か

■日　時：令和6年3月13日（水） 14:00～16:00
■内　容：「食の多様性とインバウンド対応の基本」
（講師：一般社団法人 ハラル・ジャパン協会 代表理事 佐久間朋宏氏）
「ムスリム等外国人を集客するための広報・PRとは」
（講師：一般社団法人 ハラル・ジャパン協会 ハラルビジネスコンサルタント 佐久川優衣氏）
■要事前登録：前日までにWEBフォームから申込

■問い合わせ：京都府農政課　☎075（414）5654
https://zoom.us/webinar/register/WN_dCvgdy4QRsK6Wut3ToDo0Q  ▶

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２４年（令和６年）２月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３６６号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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被
災
地
復
興
へ
の
協
力
お
願
い

全
国
大
会
に
も
奮
っ
て
参
加
を

　

令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
つ
い
て
。
令
和

６
年
１
月
１
日
に
発
生

し
ま
し
た
石
川
県
能
登

半
島
地
方
を
震
源
と
す

る
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
ま
し
た
皆
様
に
謹
ん

で
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
組
合
と
し
て
は
各

組
合
様
よ
り
義
援
金
を

募
り
、
取
り
ま
と
め
て

石
川
県
飲
食
業
組
合
へ

直
接
お
送
り
し
て
被
災

者
の
支
援
を
行
い
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
方
に
も

全
飲
連
の
会
員
の
多
く

の
皆
様
が
被
災
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
各
組

合
様
に
は
何
卒
ご
協
力

を
賜
わ
り
た
く
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
後
日
、

詳
細
を
お
送
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
と
こ

ろ
、本
年
６
月
26
日
（
水
）

に
開
催
の
全
飲
連
全
国

石
川
県
大
会
は
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

被
災
地
へ
の
大

き
な
支
援
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、

是
非
多
く
の
組
合

員
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

何
卒
、
被
災
地

の
復
興
に
向
け
て
、

ご
協
力
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

第
11
回
全
国
ヘ
ル
シ
ー
中
華
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
者
発
表

　

昨
月
に
引
き
続
き
、

去
る
令
和
５
年
10
月
、

ホ
テ
ル
雅
叙
園
（
東
京

都
）
に
て
開
催
さ
れ
た

第
11
回
全
国
ヘ
ル
シ
ー

中
華
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

の
受
賞
作
品
を
紹
介
す

る
。
今
回
は
金
賞
受
賞

作
品
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
組
合

員
個
々
人
の
調
理
技
術

の
向
上
を
促
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
中

華
料
理
の
可
能
性
を
見

出
し
、
消
費
者
に
提
供

し
、
個
店
の
復
興
に
つ

な
げ
る
と
と
も
に
、
組

合
自
体
の
活
性
化
に
資

す
る
目
的
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

京
都
洛
仲
飲
食
業
経
営
組
合
に
つ
い
て

　

20
数
年
前
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
家
庭
に
育
っ
た
世

間
知
ら
ず
の
若
造
が
、

「
居
酒
屋
を
や
り
た
い
」

と
い
う
思
い
だ
け
で
家

内
と
二
人
で
府
庁
前
に

お
店
を
開
き
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
隣
に
高
校

時
代
の
陸
上
部
の
先
輩

が
代
々
お
餅
屋
を
さ
れ

て
い
た
の
で
、
当
時
中

立
売
料
飲
組
合
の
理
事

長
の
ご
子
息
と
一
緒
に

「
保
険
の
こ
と
だ
け
で
も

得
や
か
ら
組
合
に
入
っ

と
け
！
」
と
お
声
が
け

頂
い
て
か
ら
20
年
以
上
、

中
立
売
の
組
合
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
か
ら
は
保
険
だ

け
で
な
く
、
融
資
や
食

中
毒
保
険
な
ど
も
教
え

て
い
た
だ
き
、
総
会
な

ど
で
は
先
輩
方
に
可
愛

が
っ
て
い
た
だ
き
、
色
々

な
お
店
の
方
と
お
会
い

し
お
話
で
き
る
こ
と
が

楽
し
み
で
し
た
。

　

今
回
コ
ロ
ナ
禍
で
、

先
人
た
ち
が
努
力
を
重

ね
築
い
て
来
ら
れ
た
組

合
の
仕
組
み
や
繋
が
り

が
飲
食
業
界
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
で
、
し
っ

か
り
と
和
を
広
げ
次
の

時
代
に
引
き
継
い
で
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
し
ま
し
た
。

　

家
業
と
し
て
飲
食
店

を
営
ん
で
お
ら
れ
る
方

が
組
合
で
は
多
い
中
、

ご
存
知
の
通
り
今
の
時

代
、
一
つ
の
独
立
業
態

と
し
て
飲
食
業
を
選
ば

れ
る
若
者
が
増
え
て
き

て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
方
々
の
中
で
、
今
ま

で
組
合
と
繋
が
り
が
な

か
っ
た
飲
食
店
の
皆
さ

ま
と
の
和
を
広
げ
る
一

環
と
し
て
、
京
都
洛
仲

飲
食
業
経
営
組
合
を
発

足
す
る
役
割
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
ご

指
導
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

京
都
洛
仲
飲
食
業

経
営
組
合 

理
事中

谷
安
志

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

ザ 

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
新
阪
急
高
知

岩
村
聖
彦

金
賞

料
理
の
部

茉莉花香柚糖醋魚球
生姜香る鯛のすり身団子 ジャスミンと柚子の香りにのせて

鯛は淡白な白身の中にも豊かな風味があり、そこに生姜が加わることにより上品な味
わいに。ジャスミン風味の柚子の甘酢は、溶けた煮凝りと合わさったときの味が絶
品！ なかなか味わうことのできない一品に仕上げました。
材料費：494円　売価：2000円

A
鯛（高知県産）…70g
生姜（高知県産）…25g
塩、胡椒、葱油、卵白…少々
ジャガイモ…70g
水溶き片栗粉…適量
ほうれん草…50g
ビーツ…30g
マンゴー…45g

B
上湯…180cc
塩、胡椒、味の素、酒…少々
板ゼラチン…16g

C
ジャスミン茶（濃いめ）
…75g
ゆの酢（高知県産）…15g

砂糖…60g
醤油…7g
水溶き片栗粉…適量

D
柚子皮、ラディッシュ、ミント
…各3ケ
リーフ、葱絲、紅立…各適量

⑴ジャガイモを絲、生姜を末にしそれぞれ流水しておく。
⑵鯛をミキサーにかけすり身にし、卵白、生姜、調味料で味を調える。
⑶⑵に水溶き片栗粉を付けジャガイモをまとわせる。
⑷⑶を175℃の油できつね色になるまで揚げて仕上げる。
⑸ほうれん草、ビーツはそれぞれボイルしてミキサーにかける。
⑹調味料で味を加えた上湯を4等分し、それぞれにほうれん草、ビーツ、マンゴーを加え、
火にかけゼラチンを溶かし、4種の煮凝りを作る。
⑺Cを鍋に合わせ火にかけ、水溶き片栗粉でとろみをつける。
⑻皿に⑺をかけ、カットした⑹を交互に敷き、⑷とDを綺麗に盛り付ける。

材料（1食分・256kcal）

作り方

中
国
料
理
キ
ョ
ン
キ
ョ
ン幸

村
和
弘

金
賞

料
理
の
部

夏季蔬菜 炒 莱氏擬烏賊 鍋巴
夏野菜とアオリイカの大葉入りおこげ

大葉入りおこげは油で揚げず、長時間焼いてパリパリに。風味良く、さっぱりしたお
こげ煎餅です。おこげ煎餅を割って、キュウリ、トマトも一緒に乗せて召し上がって
ください。暑い夏を乗り切るさわやかな一品です。
材料費：800円　売価：2000円

炊いた米…200g
大葉…4枚
水…150cc

アオリイカ…100g
卵白…適量
塩、胡椒、酒…少々
片栗粉…適量
油…適量

たけのこ薄切り…5枚
エリンギ 薄切り…5枚
赤パプリカ 薄切り…2枚
黄パプリカ 薄切り…2枚
ししとう…2本
スイートコーン…2枚
（2cm×4cmに削ぎ切り）

【調味料】
がらスープ…50cc
塩…小さじ1
胡椒…少々
砂糖…少々
酢…少々
片栗粉…大さじ1

きゅうり…1本
トマト…1/2個

⑴（大葉入りおこげ）
　炊いた米と大葉に水を入れ、フードプロセッサーでペースト状にしてから、中火で5分煮
て、水分の少し残る状態でクッキングシートを敷いたバットに薄く広げる。さらに上から
クッキングシートをかぶせ、オーブンを80℃にして6時間焼く。
⑵アオリイカを花切りにし、卵白、塩、胡椒、酒で下味をつけ、片栗粉を入れて、少しお
いてから油通しする。
⑶たけのこ、エリンギ、赤パプリカ、黄パプリカ、ししとう、スイートコーンをお湯でボイ
ルする。
⑷⑵と⑶を合わせ、調味料を入れる。
⑸きゅうりを24枚にスライス、トマトは3枚にスライスして皿に飾り、その上に⑴の焼い
た大葉入りおこげを置き、最後に⑷を乗せる。

材料（1食分・350kcal）

作り方
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被
災
地
の
復
興
を
願
い
つ
つ

令
和
６
年
山
蔭
神
社
新
年
祭

　

去
る
令
和
６
年
１
月

５
日
（
金
）
午
後
２
時

よ
り
、
山
蔭
神
社
敬
神

会
（
髙
橋
英
一
会
長
）

は
山
蔭
神
社
に
お
い
て

新
年
祭
を
挙
行
し
た
。

　

髙
橋
会
長
を
は
じ
め
、

寺
田
紳
一
京
都
料
理
組

合
長
ら
各
組
合
の
役
員

や
関
係
者
18
名
が
参
列

し
、
室
川
喜
幸
宮
司
が

祝
詞
を
奏
上
、
各
員
が

本
年
12
月
２
日
㈪
に

健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

健
康
保
険
証
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体

化
さ
れ
（
マ
イ
ナ
保
険

証
）、
本
年
12
月
２
日

（
月
）
に
健
康
保
険
証

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
12

月
１
日
ま
で
に
交
付
さ

れ
た
健
康
保
険
証
は
廃

止
の
日
か
ら
１
年
間
は

有
効
で
す
。
料
飲
国
保

で
は
、
３
月
中
に
、
４

月
１
日
付
の
新
し
い
健

康
保
険
証
（
色
は
ブ

ル
ー
）
に
更
新
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
令
和
７

年
11
月
30
日
で
す
の
で
、

今
回
の
更
新
が
最
後
に

な
り
ま
す
。
本
年
12
月

２
日
以
降
は
、
新
規
加

入
さ
れ
た
方
や
住
所
・

氏
名
変
更
さ
れ
た
方
へ

子
育
て
応
援
の
た
め
に

お
忘
れ
な
く
申
請
を
！

　

未
就
学
児
世
帯
の
保

険
料
の
軽
減
申
請
の
お
知

ら
せ
で
す
。
子
育
て
世
帯

の
応
援
の
た
め
に
、
令
和

５
年
11
月
30
日
現
在
で

未
就
学
児
の
い
る
世
帯
の

保
険
料
に
つ
い
て
、
未
就

学
児
１
人
に
つ
き
１
万
２

千
円
軽
減
（
還
付
）
し

ま
す
。
未
就
学
児
の
い
る

該
当
の
世
帯
に
は
、
１
月

12
日
付
で
「
保
険
料
軽

減
申
請
書
」
等
の
資
料

を
送
付
し
ま
し
た
。
各
所

属
組
合
へ
の
「
申
請
書
」

の
提
出
期
限
は
２
月
15

日
（
木
）
で
し
た
が
、
ま

だ
、
提
出
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
最
終
期
限

を
３
月
15
日
（
金
）
ま
で

延
長
し
ま
す
の
で
各
所
属

組
合
に
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
注
：「
振
込
口
座
申

出
書
」・「
通
帳
の
コ
ピ
ー
」

の
提
出
が
未
だ
の
場
合

は
、
合
わ
せ
て
ご
提
出
く

だ
さ
い
）

「
法
人
」
化
予
定
の
事
業
主
様
へ

直
ち
に
手
続
が
必
要
で
す

料
飲
国
保
に
加
入
さ
れ

て
い
る
個
人
事
業
主
の

方
で
、
株
式
会
社
等
の

「
法
人
」
化
を
予
定
さ
れ

て
い
る
場
合
、
料
飲
国

保
の
資
格
を
継
続
す
る

た
め
に
は
手
続
き
が
必

要
で
す
。
必
ず
、
事
前

に
（
又
は
法
人
化
後
直

ち
に
）
所
属
組
合
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
手
続
き
が
遅
く
な

る
と
料
飲
国
保
の
加
入

資
格
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

の
交
付
、
ま
た
は
、
健

康
保
険
証
紛
失
等
に
よ

る
再
交
付
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
す
る
た
め
に
は
、

ご
自
身
で
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
等
か
ら
健
康
保
険

証
の
利
用
登
録
が
必
要

で
す
。
ま
だ
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
市
町
村

等
の
窓
口
で
交
付
手
続

き
を
し
て
交
付
さ
れ
て

か
ら
健
康
保
険
証
の
利

用
登
録
を
必
ず
お
願
い

し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証

の
利
用
登
録
が
で
き
な

い
方
に
は
、「
資
格
確

認
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

料
飲
国
保
組
合
の
被

保
険
者
の
方
の
「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
の
登
録
状

況
は
、
１
月
11
日
現
在

47
・
３
％
で
す
。
所
属

組
合
に
よ
っ
て
は
75
％

以
上
の
方
が
登
録
さ
れ

て
い
る
組
合
も
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
、
半
分
以

上
の
方
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
の
紐
付
け
等
、

全
件
点
検
が
実
施
さ

れ
、
今
後
は
各
医
療
機

関
で
の
利
用
が
進
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
だ
の
方

は
、
是
非
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
交
付
を
受
け
て
マ

イ
ナ
保
険
証
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

順
次
玉
串
を
奉
て
ん
し
、

本
年
の
料
理
飲
食
業
界

の
繁
栄
を
祈
念
し
た
。

　

斎
行
後
、
髙
橋
会
長

は
数
日
前
に
起
こ
っ
た

能
登
半
島
地
震
も
含
み

「
い
ろ
ん
な
事
が
大
変
。

京
都
は
日
差
し
の
中
で

例
祭
を
行
え
た
こ
と
は

あ
り
が
た
い
」
と
述
べ
、

「
神
事
と
い
う
の
は
身
近

な
と
こ
ろ
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。
よ

り
多
く
の
皆
様
に
ご
参

列
願
い
た
い
」
と
よ
り

多
く
の
参
加
を
促
し
た
。

　

ま
た
宮
司
と
し
て
新

年
祭
の
斎
行
が
初
と
な

る
室
井
宮
司
は
「
初
の

新
年
祭
、
皆
様
の
お
力

添
え
の
お
か
げ
」
と
謝

意
を
述
べ
、
こ
れ
も
能

登
半
島
地
震
に
つ
い
て

は
「
ご
高
齢
の
方
な
ど
、

助
か
る
方
が
も
っ
と
増

え
る
よ
う
願
っ
て
い
る
」

と
い
ち
早
い
復
興
を

願
っ
た
。

　

吉
田
神
社
の
末
社
で

あ
る
山
蔭
神
社
は
、
平

安
時
代
初
期
の
公
卿
で
、

吉
田
神
社
を
創
建
し
た

と
も
伝
わ
る
藤
原
山
蔭

を
祀
り
、
山
蔭
卿
は
庖

丁
の
神
、
料
理
・
飲
食

の
祖
神
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
る
。
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保
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〜
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マイナンバーカードの
健康保険証利用に関するお問い合わせは

マイナンバー総合フリーダイヤル

0120-95-0178

京  都  料  理  飲  食  新  聞（３）２０２４年（令和６年）２月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３６６号



春
秋
会 

新
春
総
会
を
開
催

収
支
状
況
な
ど
を
報
告

　

京
都
府
料
理
飲
食
業

組
合
連
合
会
の
理
事
会

と
並
行
し
て
、
同
所
に

て
定
刻
の
15
時
に
春
秋

総
会
を
開
催
し
た
。
理

事
会
同
様
、
能
登
半
島

地
震
の
犠
牲
者
へ
の
追

悼
と
、
一
刻
も
早
い
復

興
を
祈
り
１
分
間
の
黙

祷
を
捧
げ
た
。

　

満
田
勲
会
長
よ
り
「
春

秋
会
夏
期
研
修
と
会
費

に
つ
い
て
」
の
説
明
が

あ
り
、
改
定
案
に
つ
い

て
賛
同
を
得
た
。
料
飲

国
保
組
合
の
相
馬
昇
司

専
務
理
事
か
ら
は
「
健

康
保
険
証
の
廃
止
に
つ

い
て
他
」
と
し
て
健
康

保
険
証
の
廃
止
に
伴
う

課
題
、
料
飲
国
保
の
被

保
険
者
の
マ
イ
ナ
保
険

証
保
有
率
、
国
保
の
現

状
と
課
題
の
説
明
等
が

な
さ
れ
た
。
相
馬
専
務

理
事
は
最
後
に
「
料
飲

国
保
の
原
点
は
同
業
者

が
支
え
あ
う
国
保
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
、
大
事
に
し

て
い
き
た
い
。
国
保
の

財
政
安
定
に
は
や
は
り

組
合
員
の
新
規
加
入
が

一
番
な
の
で
、
国
保
の

宣
伝
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
た
。
京
都
社
会

保
険
労
務
士
協
会
の
山

崎
正
樹
代
表
か
ら
は
「
今

年
の
雇
用
動
向
と
法
改

正
」
な
ど
の
議
案
提
出
、

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

他
に
も
令
和
５
年
度

ま
で
の
収
支
状
況
の
報

告
や
、
上
京
・
中
京
・

下
京
の
各
組
合
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
「
売
上
状
況
、

物
価
高
の
影
響
、
メ

ニ
ュ
ー
値
上
げ
」
な
ど

営
業
の
状
況
や
、
ゼ
ロ

ゼ
ロ
融
資
の
利
用
・
返

済
状
況
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
も
示
さ
れ
た
。

　

閉
会
後
は
部
屋
を
移

し
、
合
同
の
懇
親
会
を

開
催
し
た
（
一
面
に
関

連
記
事
）。

多
少
、
人
の
取
り
合
い
に
な
っ
て
も
、

裾
野
が
広
が
る
方
が
良
い
の
で
は
？

　

店
を
開
け
て
18
年
に

な
る
ん
で
す
が
、
そ
の

と
き
に
、
前
任
の
理
事

長
で
い
ら
し
た
大
藪
さ

ん
に
お
誘
い
い
た
だ
き

ま
し
て
、
組
合
に
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

元
々
が
鮮
魚
店
で
す
か

ら
、
飲
食
店
の
こ
と
は

分
か
ら
な
か
っ
た
ん
で

す
が
、
分
か
ら
な
い
な

り
に
自
分
で
も
業
界
国

保
が
あ
る
こ
と
を
調
べ

た
り
し
て
は
い
た
ん
で

す
。
そ
の
延
長
線
で
組

合
が
あ
る
こ
と
も
知
っ

て
は
い
ま
し
た
が
、
直

接
お
誘
い
い
た
だ
い
た

の
が
決
め
手
と
い
え
ば

決
め
手
だ
っ
た
か
と
。

　

現
理
事
長
の
石
谷
さ

ん
が
就
任
さ
れ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
理
事
に
な
り

ま
し
て
、
コ
ロ
ナ
前
に

副
理
事
長
に
推
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
組

合
は
事
務
員
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
、

事
務
仕
事
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ね
。

こ
の
新
聞
を
お
届
け
す

る
手
配
と
か
、
保
健
の

案
内
を
差
し
込
ん
だ
り

で
す
ね
。

　

コ
ロ
ナ
前
の
話
に
な

り
ま
す
が
、
当
組
合
は

京
セ
ラ
ド
ー
ム
に
野
球

を
観
に
行
っ
た
り
、
高

尾
に
蛍
を
見
に
行
っ
た

り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
総
会

を
や
っ
た
り
し
て
お
り

ま
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
上

手
な
組
合
で
、
入
会
さ

れ
る
方
も
、
入
っ
て
来

や
す
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
総
会
で
新
人

の
紹
介
を
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
力
と
い
う
か
、
そ
う

い
う
気
質
は
あ
り
ま
す

ね
。

　

ム
リ
に
全
員
参
加

じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
と

思
う
ん
で
す
、
こ
れ
か

ら
も
、
例
え
ば
祇
園
花

月
に
行
っ
て
み
る
と
か
、

考
え
て
み
た
い
と
思
っ

て
ま
す
。

　

組
合
に
入
る
と
「
何

か
さ
せ
ら
れ
る
ん
ち
ゃ

う
か
」
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
役

が
つ
く
と
出
張
ら
な
あ

か
ん
こ
と
も
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
難

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
し
、「
次
は
ど
こ
に
行

こ
う
か
？
」
と
か
、
考

え
る
の
は
楽
し
い
も
の

で
す
。

　

全
国
大
会
も
そ
う
で

す
ね
。
勉
強
「
旅
行
」

と
思
え
ば
良
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
。
も
ち
ろ
ん

セ
レ
モ
ニ
ー
は
中
心
に

考
え
ま
す
が
、
現
地
集

合
で
も
良
い
し
、
特
に

若
い
人
な
ん
か
は
式
典

以
外
は
フ
リ
ー
プ
ラ
ン

に
し
て
も
ら
っ
て
も
い

い
し
、
ご
当
地
の
お
店

に
行
っ
て
食
文
化
を
見

せ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、

何
よ
り
勉
強
に
な
り
ま

す
か
ら
ね
。

　

す
ぐ
に
は
変
わ
ら
な

い
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

30
代
、
40
代
の
人
が
入
っ

て
き
は
っ
た
ら
、
も
っ

と
新
し
い
ア
イ
デ
ア
も

出
て
く
る
で
し
ょ
う
し
。

私
も
店
に
立
っ
て
い
て

も
、
未
だ
に
「
大
将
は

ど
こ
？
」
と
聞
か
れ
る

ぐ
ら
い
童
顔
の
よ
う
で

す
し
（
笑
）。

　

私
自
身
、
組
合
に
加

入
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

生
活
衛
生
だ
っ
た
ら
食

に
聞
き
ま
し
た

右
京
料
理
飲
食
業
組
合
　
副
理
事
長
　
畠
中
　
勉

は
た 

な
か
　
　
　つ
と
む

錦
市
場
の
鮮
魚
店
に
生
ま
れ
、
小
学
校
時
代
か
ら
魚
と
付
き
合
っ
て
き
た
。

家
業
は
兄
に
任
せ
て
、
再
出
発
と
ば
か
り
自
身
は
料
理
の
世
界
へ
。

慣
れ
親
し
ん
だ
錦
か
ら
は
離
れ
た
土
地
だ
が
、
こ
だ
わ
り
な
く
城
を
築
い
た
。

以
来
は
や
18
年
、
帷
子
ノ
辻
の
ほ
ど
近
く
で
飲
食
店
を
切
り
盛
り
し
な
が
ら
、

30
代
で
理
事
に
、
さ
ら
に
10
年
を
経
て
副
理
事
長
に
就
任
し
た
が
ま
だ
40
代
半
ば
。

実
直
に
、
木
訥
に
、
営
ん
で
き
た
中
堅
世
代
の
店
主
は
、
こ
う
考
え
る
。

京
都
市
右
京
区
太
秦
御
所
ノ
内
町
28‐

７

☎
０
７
５（
８
６
４
）０
３
５
７

17
時
30
分
〜
22
時（
入
店
21
時
）／
水
休

魚
倶
楽
部 

錦
は
た
な
か（
さ
か
な
く
ら
ぶ 

に
し
き
は
た
な
か
）

小
学
校
時
代
か
ら
兄
弟
で
家
業
の
鮮
魚
店
を
手
伝
っ
て
い

た
と
い
い
、
鮮
魚
店
は
兄
が
継
ぎ
、
自
身
は
東
京
で
修
業

の
後
、
当
地
に
料
理
店
を
オ
ー
プ
ン
。
も
ち
ろ
ん「
魚
屋
の

血
は
残
っ
て
ま
す
ね（
笑
）」と
い
う
と
お
り
、「
身
の
色
や
、

何
と
い
う
か
光
っ
て
見
え
る
の
が
い
る
」と
い
う
新
鮮
さ
を

見
極
め
る
目
利
き
に
は
自
信
あ
り
。
も
ち
ろ
ん
物
に
よ
っ

て
は
新
鮮
さ
を
求
め
ず
、
寝
か
す
の
に
適
し
た
目
利
き
も
。

身
近
な
鯖
寿
司
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
い
う
名
代
も
人
気
で
、

相
当
の
本
数
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
２
月
か
ら
右
京
料
理

飲
食
業
組
合
の
事
務
所
機
能
も
担
う

　

今
ま
で
の
実
感
と
し

て
は
、
興
味
を
持
っ
て
、

コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て

来
て
下
さ
っ
た
方
と
い

う
の
は
、
長
く
組
合
に

い
て
く
だ
さ
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。
な

の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
グ

イ
グ
イ
勧
誘
す
る
よ
う

な
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
や

り
方
も
痛
し
痒
し
で
、

こ
れ
は
難
し
い
と
こ
ろ

で
す
ね
。

　

あ
と
は
組
合
の
名
称

を
で
す
ね
、「
洛
西
」
と

か
に
で
き
な
い
か
な
、

と
。
明
確
な
線
引
き
は

な
い
わ
け
で
、
多
少
は

取
り
合
い
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
裾
野
が
広
が

る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ

と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。

品
衛
生
だ
っ
た
り
、
そ

う
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
と

広
く
繋
が
っ
て
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
し
ね
。

　

生
活
衛
生
に
つ
い
て

は
、
政
策
金
融
公
庫
も

や
っ
ぱ
り
対
応
が
違
い

ま
す
か
ら
ね
。
事
業
計

画
み
た
い
な
難
し
い
案

件
も
相
談
に
乗
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
し
。

　

会
社
組
織
み
た
い
な

大
き
な
お
店
の
こ
と
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
な

か
な
か
店
を
空
け
ら
れ

な
い
方
と
か
、
そ
う
い
っ

た
方
々
の
お
役
に
立
て

れ
ば
、
と
。「
ア
レ
、
教

え
て
も
ら
っ
て
良
か
っ

た
わ
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
た
り
、
少
し
で
も

得
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
。

２
０
２
３
年
12
月
号
の
四
面
に
お
き
ま
し
て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 

Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
屋
号
が
、

正
し
く
は
、「
北
白
川
天
然
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉 

え
い
せ
ん
京
」
で
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂　正
連合会ではKICSカードの団体取り
扱いを行うとともに、普及を進めて
います。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけ
でなく、手数料率や入金頻度など、
本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS
取り扱い
やってます

京都料理飲食業組合連合会 075(252)0287
加入のお問い合わせは

労働保険のメンテナンス
代行します

［労災保険］仕事中、通勤途中のけがや疾病によって、治療や休業が必
要な場合に治療費や休業補償給付などを行う保険。［雇用保険］従業員
が仕事を辞めなければならなくなったときに、次の就職先が決まるまで
の生活保障。［代行委託のメリット］❶面倒な事務手続きを任せることで、
事業に専念できる。 ❷労働保険料分納可能（年3回）❸家族専従者も労
災保険に加入可能（特別加入）

飲食店経営にとっても重要な、労災保険と
雇用保険を合わせた「労働保険」。
京都府料理飲食業福祉厚生事業協会が
この事務処理を代行します。

京都府料理飲食業福祉厚生事業協会☎075(252)0287
お問い合わせ
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